



































に 並 べ た 数 字 の 組 の こ と を い う。 例 え ば ベ ク ト ル
（２，１，１）は，” ２” と ” １” と ” ０” を横に並べた数字






えば A ＝（ １１０ ０００ ）とすると，この行列Ａの１行目の
数字の和は ” ２”，２行目の数字の和は ” ０” となるので，
対応する列ベクトル（行列Ａの各行の和）は（ ２ ０ ）と
なる。同様に，行列Ａの１列目の数字の和は ” １”，２
列目の和は ” １”，３列目の和は ” ０” となるので，対応
する行ベクトル（行列Ａの各列の和）は（１，１，０）と
なる。まとめると，
「行列Ａ＝（ １１０ ０００ ）に対応する列ベクトルは
     （ ２ ０ ），行ベクトルは（１，１，０）」
となる。そこで今度は，ここで得られた「列ベクトル 





























（ １１０ １０１ ）について考察する。行列Ａの場合と同様に，





い。 実 際， 行 列（ １１０ １０１ ）に対応する列ベクトルは
（ ２ ２ ），行ベクトルは（２，１，１）であるが，この行列




















　ロンサム行列：（ ００ ） ，（ １０ ） ，（ ０１ ） ，（ １１ ） ，
　ロンサム行列でない行列：なし
（２行×１列の行列）












１ １ ０ ２

































１ １ ０ １ ０ １


























　ロンサム行列：（００ ００） ，（１０ ００） ，（０１ ００） ，（００ １０） ，
（ ００ ０１ ） ，（ １１ ００ ） ，（ １０ １０ ） ，（ ０１ ０１ ） ，（ ００ １１ ） ，
（ １１ １０ ） ，（ １１ ０１ ） ，（ １０ １１ ） ，（ ０１ １１ ） ，（ １１ １１ ） 
　ロンサム行列でない行列：（ １０ ０１ ） ，（ ０１ １０ ） 
３行×２列の行列
　ロンサム行列：（ ０００ ０００ ） ，（ １００ ０００ ） ，（ ０１０ ０００ ） ，
（ ００１ ０００ ） ，（ ０００ １００ ） ，（ ０００ ０１０ ） ，（ ０００ ００１ ） ，
（ １１０ ０００ ） ，（ １０１ ０００ ） ，（ １００ １００ ） ，（ ０１１ ０００ ） ，
（ ０１０ ０１０ ） ，（ ００１ ００１ ） ，（ ０００ １１０ ） ，（ ０００ １０１ ） ，
（ ０００ ０１１ ） ，（ １１１ ０００ ） ，（ １１０ １００ ） ，（ １１０ ０１０ ） ，
（ １０１ １００ ） ，（ １０１ ００１ ） ，（ １００ １１０ ） ，（ １００ １０１ ） ，
（ ０１１ ０１０ ） ，（ ０１１ ００１ ） ，（ ０１０ １１０ ） ，（ ０１０ ０１１ ） ，
（ ００１ １０１ ） ，（ ００１ ０１１ ） ，（ ０００ １１１ ） ，（ １１１ １００ ） ，
（ １１１ ０１０ ） ，（ １１１ ００１ ） ，（ １１０ １１０ ） ，（ １０１ １０１ ） ，
（ １００ １１１ ） ，（ ０１１ ０１１ ） ，（ ０１０ １１１ ） ，（ ００１ １１１ ） ，
（ １１１ １１０ ） ，（ １１１ １０１ ） ，（ １１１ ０１１ ） ，（ １１０ １１１ ） ，
（ １０１ １１１ ） ，（ ０１１ １１１ ） ，（ １１１ １１１ ）
　ロンサム行列でない行列：（ １００ ０１０ ） ，（ １００ ００１ ） ，
（ ０１０ １００ ） ，（ ０１０ ００１ ） ，（ ００１ １００ ） ，（ ００１ ０１０ ） ，
（ １１０ ００１ ） ，（ １０１ ０１０ ） ，（ １００ ０１１ ） ，（ ０１１ １００ ） ，
（ ０１０ １０１ ） ，（ ００１ １１０ ） ，（ １１０ １０１ ） ，（ １１０ ０１１ ） ，











備する。m 行 × n 列のサイズをもち，０と１のみを成分






































１ １ ０ １
※（これらの問題の一般的な解答）
□が部分行列として，
１ ０ ０ １










の 成 分 を aij と 表 す こ と に す る。（ 例 え ば， Ａ ＝









次にフェラーズ行列の定義をする。m × n (0,1)- 行列Ａ
がフェラーズ行列であるとは，条件
　　　　　　{ aij ＝０⇒ akj ＝０（k Ⅳ i ）， aij ＝０⇒ ail ＝0（ l Ⅳ  j ），
を満たす行列であるとする。（この定義は，すべての ”
１” が m × n (0,1)- 行列Ａの左上側に固まって配置され
ていることを表している。例えば，（ １１０ １００ ）はフェ
ラーズ行列であるが ，（ １１０ ０１０ ）や（ １０１ １００ ）はフェ
ラーズ行列ではない。）
　このとき，次の定理が成り立つことが Ryser [5] に
よって示された。
定理：Ａを (0,1)- フェラーズ行列とする。このと
き次の条件 (1), (2), (3) は同値である。
(1) 行列Ａがロンサム行列である。





るかもしれない。例えば，（ １１０ １００ ）はフェラーズ行列
であるが，この行列１列目と２列目を入れかえた行列が 
（ １１０ ０１０ ）である。上の定理を用いると，元の行列 















数とポリ - ベルヌーイ数（Poly-Bernoulli number）によ
る関係，金子 [4] によって得られているポリ - ベルヌー
イ数の母関数に関する定理によって導かれ，鎌野 [3] に
もそのことについての言及がある。
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